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補習が終わり、ようやく夏休みですね。夏休みには学期中にはできなかったこと、例えば、思いきり部活を頑張る、ボラ

ンティアに参加する、行ったことがないところへ出かけてみる、したことないことをしてみる等、いつもとは違うことを経験し

てほしいと思っています。８月後半は文化祭の準備を思いきり楽しんでくださいね。 

９月に入るとすぐに、２年生からの「文系・理系の選択」についての説明があります。１０月中旬にはどちらにするか決

めなければなりません。そのために、この夏休みからいろいろ調べたり見たりして、自分はどうすればよいのか考えて始

めてください。 

 

文理選択って何？どうして重要？ 

○「文系コース」と「理系コース」にクラス分けして受験に対応 

文理選択は大学の受験科目や入学後に学ぶ分野につながり、その先の就職にも影響するため、とても大事な機会な

のです。 

 

文系・理系はどうやって決めればいい？ 

○学びたい学問から考える 

大学の学部は主に、文系・理系と、最近では文理融合型に分けられています。法学・経済学・文学・教育学などを学び

たい場合は文系、医・薬・看護学、工学、理学、農学などを学びたい場合は、理系を選択するのが基本。文理融合型の場

合は学部によって必要な科目が大きく異なるので、大学のホームページなどでしっかりチェックしておこう。 

○将来就きたい仕事・職業から考える 

資格取得の必要な職業はもちろん、企業への就職においても大学で何を学んだかが重要視されるようになってきてい

ます。そこで、将来就きたい仕事・職業から、大学で学びたいことを考えて文理選択につなげるのも一つの手です。 

○学びたい学問をオープンキャンパスでみつける 

オープンキャンパスで見極めてほしいのは、入試科目ではなく、その大学の学部や学科で学べる内容と、『自分は、何

の勉強だったら本気で取り組めるのか？』ということ。大学名よりも『おもしろそう』と思えるかどうかを大切に。 

 

好きなことと得意な教科が違う場合は、どうすればいい？ 

○文理選択では、好きなことを優先して選ぶ 

受験の先、学ぶ分野や将来の仕事まで見すえた文理選択をしましょう。例えば、文系の学部に進んでも、調査や研究に

おいては、実は数字から逃れられません。経済学部は文系だと思っている人が多いのですが、実は経済学を学ぶには数

学が必須です。 

一方、いろいろな企業の方が言っているのが、理系の人ほど英語をちゃんと学んでおいてほしいし、できれば留学も経

験してほしいということ。理系の学問や企業の最先端では、英語の論文があり、海外に進出する機会も多い。日本という

狭い世界に閉じこもっていて、英語ができない研究者なんていらないと言われているほどです。大学入試という一時のた

めに文理選択をしても、切り捨てた科目から逃れられるわけではないのです。 

 

 



まだやりたいことがみつからない。文理選択で迷ったらとりあえず理系が正解？ 

○安易な選択は絶対に NG！ 

「理系なら“文転（文系に転向）”できる」と聞くことがあるかもしれませんが、文系コースに変更できるわけではありま

せん。入試科目に不要になったからといって授業や考査が免除されることはないし、足りない科目を自力で補うのは想

像以上に大変です。もともとバランスよく能力のある人でないと上手くいきません。 

好きなことがない、という人は、まだ出会っていないだけ。出会うためにも、世の中にはどんな学問があるのかを調べた

り、関連する本を読んだり、オープンキャンパスに参加したりして、自分は何の学問だったら 4年間勉強し続けられるのか、

じっくり考えてください。 

 

                                                                    参考：スタディサプリ進路 

 

 

【８月/９月の主な予定】 

８月 ２日(金) 体験入学 

 ８月１３日(火)～１６日(金)学校閉庁日(校内には入れません) 

 ８月２１日（水）～２３日（金）、２６（月)、２７（火） 

午前：後期夏季補習 

午後：クラス活動(合唱練習・模擬店準備) 

 ８月２８日（水）登校日 明峰祭準備 

 ８月２９日（木）明峰祭文化祭１日目（うらら） 

８月３０日（金）明峰祭文化祭２日目（学校） 

９月 ２日(月) 実力テスト 

９月 ６日(金) 類型選択説明会（LH） 

９月１３日(金) 進路講演会（LH） 

９月１４日(土) 保護者進路説明会・講演会（午前・市民センター） 


